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⑪断層面の下端の深さの決め方

本評価対象海域では一部を除いて地殻内の地震活動
が低調であり、地震観測結果に基づいて地震発生層
の下限を推定することは容易ではない（例えば、文
部科学省研究開発局・東京大学地震研究所, 2014）。
さらに、本評価対象海域においては、定常的な地震
観測網は陸域にのみあるため、深さに関する震源決
定精度ならびに微小地震の検知能力は陸域に比べて
低い。
これらの背景から、文部科学省研究開発局・東京大
学地震研究所（2014）では、速度構造や水深、構造
的な変形特性から、日本海周辺の地殻構造を海洋性
地殻、厚い海洋性地殻、背弧リフトならびに大陸地
殻に区分し、それらのレオロジー特性や地震活動を
考慮して地震発生層の下限の深さを推定した（図 
19）。本評価対象海域は、これらの区分では全域が
大陸地殻に分類されており、その地震発生層の下限
の深さは 15 km と推定されている。

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）2022より

• 十分な地震活動があれば、それに基づいて下限の深さを推定することでよいか
• 地震活動が低調の場合は、日本海南西部と同様の考え方で下限の深さを推定する
ことでよいか

H25年度「日本海地震・津波調査プロジェクト」成果報告書より
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2000年6月7日の地震（M6.2；F-netメカニズム解）
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※最新のカタログにおける気象庁Mは6.2
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海陸観測網による2007年能登半島地震の余震活動分布

臨時観測点を含めて震源再決定を行った、2007年

能登半島地震の余震活動は、深さ15 km以浅に収

まる
Sakai et al. (2008)

+：臨時観測点

▲：テレメータ観測点

●：海底地震観測点
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2000年6月7日の地震（M6.2）
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７日にＭ６．１、深さ２２ｋｍの地震が発生した。余震が多数発生し、２２日に余震中最大のＭ４．６の地震が発生し

た。本震のメカニズムは西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型だった。（2000年6月の地震活動の評価）

※気象庁による初動解は横ずれ型、CMT解は逆断層型

参考



令和６年能登半島地震に伴う地震活動
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令和６年能登半島地震の評価 （令和６年2月9日公表）

（地震調査研究推進本部地震調査委員会, 2024） 12



令和６年能登半島地震に伴う地震活動
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令和６年能登半島地震に伴う地震活動
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令和６年能登半島地震の評価 （令和６年2月9日公表）
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日本海南東部海域周辺の陸域活断層における

地震発生層の下限
高田平野西縁断層帯 15－20 km 程度

高田平野東縁断層帯 15－20 km 程度

山田断層帯主部 約10 km

郷村断層帯 約15 km

野坂断層帯 15 km程度

集福寺断層 15 km程度

柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部 15 km 程度

浦底－柳ヶ瀬山断層帯 15 km 程度

福井平野東縁断層帯主部 約15 km
福井平野東縁断層帯西部 約15 km

森本・富樫断層帯 15-20 km 程度

邑知潟断層帯 約20 km

魚津断層帯 15 km 程度

砺波平野断層帯西部 15－20 km 程度

砺波平野断層帯東部 15－20 km 程度

呉羽山断層帯 15－20 km 程度

湖北山地断層帯北西部 約15 km
湖北山地断層帯南東部 約15 km

410 高田平野断層帯
高田平野西縁断層帯 15－20 km 程度

高田平野東縁断層帯 15－20 km 程度

416 魚津断層帯 魚津断層帯 15 km 程度

417 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

砺波平野断層帯西部 15－20 km 程度

砺波平野断層帯東部 15－20 km 程度

呉羽山断層帯 15－20 km 程度

418 邑知潟断層帯 邑知潟断層帯 約20 km
419 森本・富樫断層帯 森本・富樫断層帯 15-20 km 程度

427 福井平野東縁断層帯

福井平野東縁断層帯主部 約15 km

福井平野東縁断層帯西部 約15 km

429 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯
柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部 15 km 程度

浦底－柳ヶ瀬山断層帯 15 km 程度

430 野坂・集福寺断層帯
野坂断層帯 15 km程度

集福寺断層 15 km程度

431 湖北山地断層帯
湖北山地断層帯北西部 約15 km
湖北山地断層帯南東部 約15 km

509 山田断層帯
山田断層帯主部 約10 km

郷村断層帯 約15 km

























Hi-netのルーチン震源データから推定されたD90の分布
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対象海域拡大図

H25年度「日本海地震・津波調査プロジェクト」成果報告書



3次元地震波速度構造を用いた再決定震源に基づく
カットオフ深度（D90）の分布

Omuralieva et al. (2012)

対象海域拡大図

対象海域においては、D90は殆ど推定されていないが、

沿岸域におけるD90は概ね15 km以浅

日本列島の3次元地震波速度構造を推定し、これを用いて2001年から2010年の気象庁一元化震源を再決定した。再

決定された震源に基づき、（地殻内）浅発地震のカットオフ深度（D90）を推定するとともに、地殻熱流量や顕著地震との

対応性について議論している。

○：1926～2010年に発生したM>6.5地震の震央
△：活火山ならびに第四紀火山の分布








